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感覚異常に対する触刺激のアプローチからの考察寒

一記憶と意識の視点から一

荒木寛志＊畠

AnObservationontheEffectofTactileStimulusonPatientswithParesthesia;

FromthePerspectiveofMemoryandRecognition.

HiroshiARAKI

Abstract

Involvementofdescendinginhibitorysysteminregardtopaincontroliswellrecognized.

However,otherthantheeffectofstimulationonA-betanervefibersinthissystem,should

theeffectoninvolvementofcognition,emotion,andmemoryofthepatientbealso

considered？Ifsuchinvolvementexists，howdoesthatconnecttothedescendinginhibitory

system？Wecomparedatahombothcasesandgiveareportofthedifferencesofthetwo．

Descendinginhibitorysystem.Memory,Keywords:Tactilestimulation,

Cognition,Emotion

本稿は特に嬉痛を認識しているケースにお

いて、擦るという触刺激を加え、それを脳がど

のように認識して快復への活用を行なっている

かを臨床データの結果を元に、脳幹・辺縁系・

皮質の関係から意識・注意、記憶、情動をふま

えてその伝達回路のメカニズムを論じてみる。

1．はじめに

現在の脳科学の世界では、視覚や聴覚刺激

から運動へと移行する実験により、各種の脳の

機能が解明されつつある。それに比べて触覚と

いう眼に見えない情報から脳がどのように認識

して、それを運動を介さず、生体内の恒常性維

持に活用しているかというメカニズムを解明し

ているのは少ないように,思われる。我々の感覚

'情報は各種の感覚線維により中枢へ送られ、認

知されている。感覚を認識するには過去の感覚

記憶を想起するのが不可欠であり、更にその感

覚が快か不快か、必要か不必要かで受け取る感

情も変化するであろう。そこで脳内では感覚刺

激を過去の記憶からどのように認識し、それを

どのように活用しているのであろうか。

2．方法

感覚異常を訴える50名に対して、次のことを

行った。

①異常感覚部位を検者と被検者が押圧など

で確認する。

②事前に過去に擦って鎮痛したという被検

者自身の記憶を想起させる。

③感覚伝導路が交叉性で上行する事から、

対側の体↓性感覚野上の頭頂骨に被検者自

身に手掌（指尖）コンタクトさせて、検

者が行なう手技の感覚は対側の大脳で感

じているというメカニズムの教育を行う、

④検者が患部を手掌で「擦る（さする）」

というAβ線維の刺激を1～2分間加える。
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5．意識と注意

5．1覚醒

まず外界からの刺激に対して覚醒が起らな

いと、それがどんなものか認識が出来ない。

Magoun.H.Wは大脳を覚醒する中枢が中脳網様

体にあるとし、「上行’性網様体賦活系」と名づ

け、感覚に覚醒効果があるのは感覚伝導路の側

副路が網様体を刺激するからであり、ここから

視床に線維を送り、視床からの信号により大脳

皮質が賦活されるとしたが、当時、中脳網様体

から視床へ投射する強力な多数の線維は見当た

らなかった。現在では中脳と橋の境界にある脚

傍核と外背側被蓋核からのコリン作動'性ニュー

ロンが視床に投射していることが見出され、視

床におけるアセチルコリン作動性線維が非特殊

核の髄板内核へ密に投射し、その髄板内核

ニューロンが視床・皮質ニューロンへ強力な興

奮'性接続を行っていることがわかった。つまり

脳幹（青斑核のCh5-Ch6)の興奮が非特殊核

（髄板内核）を通して、特殊核を興奮させるこ

とで大脳皮質全体を覚醒させていると考えられ

ている(4)。

⑤終了後、感覚異常の改善率を患者自身に

10段階で評価させる。

被検者は嬉痛（圧痛）、庫れ、筋緊張、知

覚低下に分類されており、嬉痛に関しては対側

の頭頂骨にコンタクトさせないグループとの比

較も行った。

3．結果

各感覚異常の改善率は、庫れ975％、疫痛

90％、筋緊張90%、知覚低下8(3．6%となり、感

覚異常の中では、庫れに関して特に有効‘性がみ

られ、加えて嬉痛に関しては、頭頂骨コンタク

トして触刺激を行う方がより良い結果となった

（図1）。
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5．2意識と注意の発生

この覚醒と髄板内核との裏づけとして、近

年にロドルオ・リーナスが大脳皮質は全域にわ

たって40Hzの振動を規則正しく発信している

ことを発見し、その発生源が髄板内核にあると

提唱して、意識との深い関係を示唆した。そし

てフランシス・クリックは意識を「注意期間作

業記憶」であるとし、何かに意識する時は、ま

ずそれに注意を払い、ある瞬間から次の瞬間へ

とその状態を持続さることで意識が構成される

とした(5)。この意識発生の要となっている髄板

内核には、感覚伝導路の脊髄視床路・脊髄網様

体路・内側毛帯からの入力があり(6)、その髄板

内核の吻側群は大脳皮質の前頭前野、帯状回な

どと連絡している(7)。つまり感覚が髄板内核や

脳幹へ入力されると、それが何かと注意するこ

とで意識発生の準備をして、それを受け入れる

皮質部位（前頭葉や帯状回など）を選択して出

力し、意識を発生させ、意識的な注意の方向付

けをコントロールしているのであろう(8)。

では、その意識をコントロールしている注

意には喚起、定位、焦点の3つの要素があり、

それぞれの機能を見てみると、①喚起は網様体

頭頂骨コンタクトｺﾝﾀｸﾄなし

図1嬉痛に対して対側頭頂骨コンタクト

の有無による効果の比較

4．下行性痩痛抑制系

辺縁系にある扇桃体からの‘情報は中脳中心

灰白質（以下PAG)へ出力され、PAGは下行

,性網様体系にある大縫線核に投射する。その下

行路はモルヒネ様物質や刺激による嬉痛抑制の

メカニズムに関わるとされている(1)。この下行

'性底痛抑制系としてゲート・コントロール理論

が提唱されており、この理論は後に発展し、後

角でのゲートの開閉にはその人の注意、不安、

予期、過去の経験も影響するという「認識制

御」が加えられた(2)、(3)。このように理論の発

展過程で、心理的な感‘情が嬉痛抑制に深く関与

することが考えられるようになった。というこ

とはその触刺激を注意・意識することで感覚情

報の入力を高め、過去に擦って鎮痛したという

記，億を想起して、再び鎮痛するという期待も深

く嬉痛抑制に関与すると考えられないだろうか。
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賦活系から皮質に直接投射し、意識に関係して

おり、この網様体賦活系ニューロンの活動が20

~40Hzの脳波を出現させ、警戒状態をつくり、

②定位は中脳の上丘と頭頂葉皮質ニューロンが

行ない、頭頂葉皮質が今までの刺激から注意を

そらさせ、上丘が新しい刺激に眼を向かせ(9)、

③焦点は頭頂連合野との中継点になる視床の髄

板内核の内側核にある視床枕の外側部がスポッ

トライトの役目を果たし、他の情報を排除する

機能に関与して注意の選択に関り(10)、目標の

情報を前頭葉に送り込んで注意が維持される。

またPosner.M.I(ii)は頭頂連合野を破壊すると

対側への注意の移動が起りにくいことを見出し、

注意は情報処理上での優先権を与える機能と定

義し、頭頂連合野と注意との関係を示した。そ

の頭頂連合野に線維連絡があるのは①第1次感

覚野からの情報を分析して意味付ける第2次感

覚野、②覚醒系（髄板内核）、③辺縁系（帯状

回・扇桃体）、④前頭葉（前頭眼野）である。

今回の被検者に対する刺激は危機逃避を起こす

ものではなく、必要刺激としての情動認知とな

ることから③辺縁系を考える必要がある。詳し

くは後述するが、ドーパミンは快楽にだけ働く

のではなく、「おやつ」と注意する新しいもの

の検出にも敏感に反応し、必要なものには興奮

させたり、逆に不必要な｣情報に関しては抑制す

ることで過去の記｣億を元に判断する機能を有す

る('2)。ドーパミンの信号を受けた扇桃体は前

頭葉とを結ぶ複数の連絡により、知覚に感情を

のせたり感覚的な内容を付加しており、触刺激

を過去の記,億と照らし合わせ、鎮痛させる快情

報として判断し、前帯状回へと出力する。前帯

状回は痛みや,情動を意識した時に活動し､注意

を保ち('3)、この情動や関心事を前頭連合野や

頭頂連合野に出力することになる（図2）。

前頭連合野

頭頂連合野

↑

前帯状回

｜扇桃体｜髄板内核｜視床枕’
網様体

↑

感覚情報

図2意識と注意の経路
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このように術者の施療においての説明と施

療を受け入れる体表からの感覚情報に対して患

者が意識と注意を向けるには、治療の目的を説

明する会話の段階で脳幹により覚醒が起り、耳

をかたむけ、上丘の働きで術者に眼を向けて、

擦っている触刺激で髄板内核が意識を発生させ‐

扇桃体が快情報として前帯状回へ伝達して意

識・注意が皮質連合野へ出力され、頭頂連合野

が外部の雑音を遮断し、前頭連合野で意識．注

意を保っていることになる。対側頭頂骨へのコ

ンタクトを行わせ、「擦られている感覚は、こ

こで感じている」という意識を集中させる方が

鎮痛効果が高い（図1）ということは、意識と

注意が鎮痛効果に関与していることを示唆する

のではなかろうか。

6．記憶

1994年トウーソン意識会議において「意識

研究は今後、経験に基づくものへと一変する」

と結論づけた発表があるように(14)、意識と注

意が発生するには新しいものだけでなく、経験

した記憶が判断の1つになり、意識と注意を更

に強化するものではなかろうか。

我々が過去の記憶を元にそれを課題解決の

ための判断をして行動するというシステムにお

いて、前頭連合野が関与する短期記岨億の1つで

ある「ワーキングメモリー」が重要視されてい

る。このワーキングメモリーには「‘思い出」と

「将来の展望」の2つがあり(15)、認知活動中

に必要'情報を一時的に貯蔵したり、出力したり

意識される記憶情報として活用される’情報処理

システムといわれている('6)。

その記憶の代名詞ともいう海馬体は側頭葉

内側面に位置しており、歯状回、アンモン角

（狭義の海馬でCA1野～CA4野に区分され

る）、海馬台の総称で大脳辺縁系に属する(,7)。

海馬

↓↑

喚内野

↓↑

皮質連合野

↓↑

感覚野

図3記'億の経路
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経路としては色々な感覚'情報が各皮質連合野で

分析された後、唄内野に収敏され、歯状回→

CA3野→CA1野→海馬台→嘆内野へと戻り、

更にそこから側頭葉連合野や頭頂連合野などに

投射し、記’億として貯蔵される（図3）（18)。

このように海馬だけで記憶が完成するものでは

ない。西川ら(19)もTulvingらが唱えるように、

情報が海馬へ向かって段階的に符号化して完成

していくのではなく、未分化な感覚を含む情報

が海馬領域に集束したのちに外へ向かって投射

され、概念や象徴などより高次の符号化を完成

させていくのではないかとしている。また一般

には海馬のCA2野は軽視されがちであった力典

関野ら(20)は、やる気・集中力・感動など覚醒

状態が強いときにCA2野のゲートが開くこと

を説き、海馬が記’億情報の必要性の判断を行う

という概念が徐々に解明されつつある。

この海馬はエヒ．ソード記憶の形成に重要な

働きを担っている。エピソード記'億をTulving

の分類(21)でみれば、最古層から順に①手続き

記憶②プライミング記憶、③意味記憶、④短

期記憶、⑤エヒ°ソード記↓億となる。擦って痩痛

が軽減した経験はこのエヒ°ソード記憶になる。

Tulvingはエピソード記憶は動物には無く、ヒ

ト特有のものとし、海馬はエピソード記憶の段

階で選択的な役割を果たしているとした。また

EldridgeはfMRIにより「知っている」より「!憶

えている」という反応の場合にのみ海馬が選択

的に賦活されるとし、エヒ°ソード記憶と海馬の

関係を示した(22)。

では海馬が活性化する要因を具体的にみて

みると、BlissとLomoは海馬の歯状回のシナプ

スを高い周波数で刺激することでシナプス伝達

の効率が上昇し、刺激後も長時間持続したこと

から海馬のシナプス可塑‘性である「長期増強

(LTP)」を発見した。更にこのLTPの効率は

8リズムのタイミングで与えると最も効率よく

発揮されることがわかった(23)。この6波が海

馬で現れる誘因として、中脳背側部の正中縫線

核からのセロトニン神経が抑制される状況の何

かに注意を向けた時(24)や新しいものを見てい

る時、‘憶えたい対象に興味を抱いた時(25)など

であり、その時に記↓億過程が活'性化され、記'億

情報の選択、強化、固定化が起る(26)。

つまり、擦る刺激は過去に擦って鎮痛した

というエピソード記憶を想起させ、患者にとつ

て対側の頭頂骨にコンタクトさせて、単調でリ

ズミカルに「擦る」という触刺激は初めての経

験であり、これが新奇なものとして意識と注意

を発生させる。更に擦った後の嬉痛グループ30

人の鎮痛効果を確認すると、表1にあるように

誰もが嬉痛の軽減を示しており、鎮痛するとい

う期待が高まって興味をそそる。その際にセロ

トニン神経系の抑制が起り、海馬の0波が出現

し、繰り返し入力される触覚'情報が選択的に記

'億の貯蔵庫である連合野へ送られることになる

その結果、記憶回路から情動回路へと強い信号

が送られ、次回施療時もエヒ°ソード記‘億として

想起され、効果的な鎮痛作用につながるのでは

なかろうか。

7．情動系と報酬系

7．1情動系

記'億情報の必要↓性を判断する海馬の他に、

もう1つ生体内へ入力される感覚‘情報において≦

その情報が快なのか不快なのかを判断しなけれ

ばならない。それには情動刺激が視床を介して

次の2つの情動経路に投射される。①攻撃や防

御のすばやい運動反応を起こす扇桃体への原始

的で伝達が早く短い経路と、②情動を的確に慎

重に認知する大脳皮質への伝達が遅く長い経路

である(27)。今回の経緯で該当するのは②であ

る。ここでは‘情動に関与する辺縁系の扇桃体を

始めとする、海馬・内側視床・側坐核・前脳基

底部など全てが、前頭皮質への主要な入り口に

ある前帯状回へ投射する。ここは何かに集中し

た時や痛みなどを認識する時に活発になり、そ

れらの情動が前頭連合野に伝えられ、認知され

ることになる(28)。この肩桃体には全ての種類の

表1頭頂骨コンタクトの有無による鎮痛効果
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感覚入力が大脳皮質から入力されるので(29)’情

報の判|断基準の要になっている。

池谷(30)は扇桃体の活動による海馬のLTPの増

大を指摘し、不快な情動だけでなく、楽しい、

面白いなどの快情動においても扇桃体が活動し：

海馬のLTPを促進して(31)記‘億増強に加担してい

ることを述べている。次で解説する報酬という

鎮痛していく嬉しさにも肩桃体が関与し、前頭

前野で快刺激と認識し、「擦る→鎮痛｣という海

馬への記｣億強化に関係していると思われる。

7．2報酬系

ヒトの脳の報酬メカニズムでは、さまざま

な神経伝達物質の系が互いに影響しあっており

特に運動と認知を司る側坐核（腹側線条体）の

ドーパミンとの相互作用が重要とされ(32)、

Galabresietal̂ s)は側坐核のある線条体でも

LTPが起ることを報告し、ドーパミンが側坐核

へ報酬情報の強化に加担していることを示唆し

た。

その報酬である快楽感は次の要素で構成さ

れている。①報酬系でドーパミンが大量に分泌

されるという身体的快楽、②扇桃体で管理する

強い恐怖、怒り、悲しみなどの否定的な感情の

不在、③前頭前野腹内側部が、今の状態を快楽

とする意味づけ(34)の3つである。今回の経緯

に該当する①と③をみてみると①の報酬情報の

経路についてオールズとミルナーが、中脳腹側

部を電気刺激すると何度も同じ動作を繰り返す

ことを見出し、「脳内自己刺激」といわれる脳

内報酬系を発見した。この部位は「中脳腹側一

視床下部外側一側坐核一内側前頭葉」に至る経

路で内側前脳束の領域である(35)。③の快楽の

意味づけでは「側坐核一腹側淡蒼球一視床内側

核一前頭前野皮質」の経路において側坐核が前

頭前野内側面皮質の認知機能の影響を与えると

中脳腹側被蓋野

③↑‘④､

悪司十海,馬

②↑

扇桃体

①↑

感覚情報

視床下音

側坐ホ

⑤↓

前頭前野

前帯状厄

唄内野

図4情報系と報酬系の経路
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考えられている(36)。

つまり感覚情報が快刺激であり、鎮痛が起

るという報酬として認知されるまでには扇桃体

からの感覚‘情報が海馬へ投射され(37)、更にエ

ピソード記憶を元に中脳腹側被蓋野のA-10線

維を介してドーパミン作動性線維を興奮させ、

内側前脳束を上行して記憶と情動に関与する唄

内皮質、側坐核、帯状回、扇桃体などへ投射し

て(38)、報酬か危険か、つまり快．不快の判断

をし、前頭前野でその感覚刺激に感情的な意味

づけを認知していると考えられる（図4）。ま

た前頭葉は将来に向けて意図的に努力を伴う

「展望記憶」と、将来に向けて意図的な努力を

伴わない「期待」とに関与しており、渡這は報

酬期待のニューロンを前頭前野のある前頭連合

野に見つけている(39)。

これらのことから施療においての患者側の心

理として、扇桃体は擦る刺激を過去に擦って鎮

痛した海馬のエヒ°ソード記憶をもとに、危機感

ではなく快情報として中脳腹側被蓋野へ送り、

ドーパミンを介して内側前脳束領域で報酬情報

の発信、前頭連合野が認知と将来の展望を抱き

今回もこの症状が快復するという報酬の期待が

働いていると,思われる。

8．前頭葉と記憶の想起

ここまで述べてきた脳幹・視床．辺縁系が

最終的に前頭葉へ投射する関係から、注意．意

識．記憶．情動は大脳皮質、特に前頭葉との関

与を否定できない。感覚野からの情報は皮質連

合野で貯蔵され、それが消えないように海馬や

その周辺の皮質が記憶の処理や制御を行い(40)．

長期的に保存する記憶の固定化を行っている。

そして更に連合野へ戻り、長期保存が可能とな

る。そして記'億を想起する時には記憶の貯蔵庫

である連合野から感覚野へど情報が流れ、これ

が何であるかと理解する。側頭連合野は物体視：

頭頂連合野は空間視の記‘億貯蔵庫であり、これ

らは前頭連合野と神経結合があることから、前

頭前野は物体認知と空間認知の統合が行われる

と考えられており(41)、既述のTulving(42)はエヒ°

ソード記'億の想起は右前頭連合野が大きく関

わっていると述べている。

その記憶を想起するには何がきっかけにな

るのであろうか。宮下(43)は前頭葉で発生した

意識が記憶の保存庫である側頭葉に信号が送ら
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れて記｣億を取り出して再生することを示唆し、

加藤(44)は前脳基底部健忘の症例から前脳基底

部が損傷すると長期記'億の固定と、その記‘億の

想起に問題が生じるとして、その記'億を想起さ

せる方法として「手がかり」を与えることで改

善することを示している。そしてその手がかり

において注意のシステム系の重要‘性を唱えてい

る。

これらのことから、各連合野で記'億保存さ

れた感覚情報を想起するには、前頭連合野で発

生する意識が手がかりとして大いに関与してい

ることが示唆される。術者からの説明に耳を傾

け、手技により鎮痛して行く現状を前頭頂で認

識すると、自ずと興味を持ち、注意システム系

が興奮して、過去の鎮痛したエヒ・ソード記'億が

想起されるのではなかろうか。

各種の感覚情報は、一次視覚野、一次聴覚

野、一次体性感覚野などから、前頭葉、頭頂葉、

側頭葉の各連合野を経て嘆内野へ送られ、海馬

体と肩桃体へと出力される。そこでPapez回路

とYakovlev回路の2つの経路を考えてみる。

Papez回路は「海馬体→脳弓→乳頭体（視床下

部）→視床前核→中隔野→帯状回→海馬傍回→

海馬体」（45)という内側辺縁系回路とされ、

Yakovlev回路は「扇桃体一視床背内側核一髄板

内核一前頭前野一側頭葉前部皮質一馬桃体」と

いう外側辺縁系回路といわれている（図5）

(46)。これらは情報を処理して嘆内野へ戻り、

更に側頭葉連合野や頭頂葉連合野などに送られ、

記’億として貯蔵されることとなる。経路から見

るとPapez回路が記憶回路でYakovlev回路が'情

動回路と考えてよいであろう。

この2つの経路であるが、どちらが記'億に

おいて重要であるか色々な論議が行なわれてい

る(47)。つまり視床のある間脳においてPapez回

路中の乳頭体から視床前核への乳頭体視床路と

Yakovlev回路中の扇桃体から視床背内側核への

腹側扇桃体遠心路が内側髄板付近で隣接してい

るからである。Graff-Radfordら(IS)は間脳'性健

忘の発症はこの2つの系が同時に損傷されたこ

とによると結論している。このことは記'億と‘情

動においては意識発生の要といわれる髄板内核

付近の重要性が示唆される。

9．辺縁系回路

今までを総合すると、術者からの感覚刺激

がエピソード記憶を元に想起され、それを情動

を介して現在の自分の身体に必要性を認知して

下行性ｿ寒痛抑制系が働き、更に症状快復への期

待と展望を抱くことで更に触覚入力が強力にな

り、鎮痛作用が高まるのではなかろうか。よっ

て辺縁系には記'億回路と‘情動回路の存在が必要

となる。

10・考察

擦る触刺激が鎮痛効果を発する機序として

は、冒頭の「方法」にある順序が大いに加担し

ていると考えられる。つまり①嬉痛部位を検者

が押圧などにより被検者に痛覚刺激を与え、覚

醒させる。②被検者自身のエヒ°ソード記憶を想

起させる。③手技とゲートコントロール理論の

説明ならびに対側の頭頂骨に被検者自身にコン

タクトさせることで意識・注意を発生させる。

④検者の擦る刺激での鎮痛効果を認識させるこ

とで感情による快刺激という報酬、更には将来

への期待を抱かせる。

記憶というのは既述したように海馬だけが

働いているわけではなく、全ての感覚情報が入

力される扇桃体が海馬の記’億と照らし合わせて。

情動を介してその情報が必要で且つ良いもの、

嫌なものという判|断の基礎を作るのである。

よって触刺激はYakovlev回路を循環して扇桃体

↓↑

倶内野

↓↑
Yakovlev

回路

扇桃体｜←

視床背内側核|｜

髄板内核｜

前頭前野｜

側頭葉内側|｜

扇桃体｜’

Papez

回路

脳弓

↓

乳頭体

↓

視床前核

↓

中隔野

↓

帯状回

↓

海馬傍回

図5辺縁系回路
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けでなく、患者本人の「記'億と意識」が生体’恒

常性に必要な情報を発信する手がかりとして深

く関与すると,思われる。

へ再入力され、情動を介して快情報として認識

されて側坐核へと出力されると、その情報が報

酬としての価値があるかないかを判断される。

加えて海馬体がPapez回路を使い、過去のエヒ．

ソード記↓億を元にそれが必要であるか不必要で

あるかを判断する。今回の方法では過去に擦っ

て鎮痛したという快情報であるから、鎮痛する

報酬情報として、中脳腹側被蓋野のA-10線維

にあるドーパミン神経系を興奮させ、この触刺

激'情報を報酬↓情報として注意と意識の士台を形

成して、内側前脳束を介して前頭前野に信号を

送り認知される。その報酬情報と認知した前頭

前野の情報と、擦ることで分泌された鎮痛作用

のあるモルヒネ様物質（オピエート）は扇桃体

や視床下部にあるオピエート・レセプターと結

合して(49)興奮信号をPAGへと伝える。刺激さ

れたPAGから延髄腹側部の大縫線核のセロトニ

ン神経が興奮して、下行性痩痛抑制系として後

角へと働く(50)。更に頭頂骨にコンタクトさせ

て、術者が行う触刺激を注意・意識させること

で中脳背側部の正中縫線核からのセロトニン神

経が抑制され、海馬の6波が出現して触感覚の

みを記↓億する。この機序から触感覚がより一層

入力され、下行'性嬉痛抑制の強力な「手がか

り」を生むものと推察する（図6）。

冒頭の図1の結果をあえて推察するならば、

頭頂骨コンタクトせずに鎮痛効果があったケー

スは、擦るAβ線維刺激により中枢へ上行する

までに脊髄後角で一次入力線維がシナプス前抑

制により、ある程度、嬉痛信号が抑制されてい

た。一方、頭頂骨コンタクトをして効果があっ

たケースは今まで解説してきた脳幹・辺縁系・

皮質の経路を巡回して最終的にそれらの情報が

PAGからの下行｣性嬉痛抑制系に加担することで

鎮痛効果が更に向上した結果と考えるべきであ

ろう。

以上のことから、「治るしくみ」を考えるなら

この下行性痩痛抑制系を興奮させ、効率よく侵

害情報を減少させるものとしてAβ線維刺激だ
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